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第２期草津市教育情報化推進計画の方針案について 
１．基本目標 
本計画では、第１期計画における「ＩＣＴを活用した効果的な教科指導方法の確立と

その定着」「確かな情報活用能力を育成するための体系的な情報教育の推進」「校務の情

報化を通じた教育の質の向上」「特別支援教育におけるＩＣＴの活用促進」「ＩＣＴを活

用した家庭教育の推進と家庭・地域との連携強化」「教員のＩＣＴ活用指導力や授業力

を高めるための支援体制の充実」「計画的な環境整備による費用対効果の最大化」「情報

セキュリティマネジメントの推進」の８つの基本方針を組みなおし、草津市教育振興基

本計画の基本理念および基本方向の下に次の６つの基本目標を設定しました。 
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１．確かな学力の育成に向けた、 

ＩＣＴを活用した効果的な 

指導の充実 

２．多様で変化の激しい社会を生 

き抜くための、情報活用能力 

育成と情報モラル教育の推進 

３．教員のＩＣＴを活用した指導 

力・授業力を高めるための研 

修および支援体制の充実 

４．校務の情報化を通じた教職員 

の業務負担の軽減と、教育の 

質の向上 

５．時代に即したＩＣＴ環境整備 

の推進 

６．情報セキュリティマネジメン 

トの推進 

確かな学力
の育成 

教職員の 
指導力の向上 

学校経営の 
充実 

教育環境の 
充実 
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２．施策体系 
教育振興基本計画 基本目標（案） 実施事業（案） 

基本方向１ 
子どもの生き
る力を育む 

1 確かな学力の育成に向けた、
ＩＣＴを活用した効果的な指
導の充実 

（1） 各教科等の指導におけるＩＣＴの
効果的な活用 

（2） 
New 草津型アクティブ・ラーニン
グの推進 

（3） デジタル教科書を活用した個に応
じた指導改善 

（4） 
特別な支援や配慮を要する児童生
徒に対するＩＣＴを活用した個別
最適な学びの推進 

（5） 
効果的で工夫あるプログラミング
教育の推進 

（6） オンライン学習・遠隔授業による
学びの充実 

（7） 
学習履歴（スタディ・ログ）等の
教育ビッグデータを活用した個別
最適な学びの検討 

（8） 非常時における学びの保障 

2 多様で変化の激しい社会を生
き抜くための、情報活用能力
の育成と情報モラル教育の推
進 

（1） カリキュラムマネジメントによる
情報活用能力の育成 

（2） 
全教科等、生徒指導との連携を図
った情報モラルに関する指導の充
実 

基本方向２ 
学校の教育力
を高める 

3 教員のＩＣＴを活用した指導
力・授業力を高めるための研
修および支援体制の充実 

（1） ＩＣＴ活用推進リーダーの育成 

（2） ＩＣＴ支援員の配置 

（3） 
ＩＣＴスーパーバイザー、スキル
アップアドバイザーによる授業力
の向上 

（4） 教員間におけるＩＣＴ活用格差の
解消 

（5） 
校内研修が計画的に実施されるた
めの支援体制の確立 

4 校務の情報化を通じた教職員
の業務負担の軽減と、教育の
質の向上 

（1） 
校務支援システムの利用推進によ
る校務の効率化と負担軽減 

（2） 学校・保護者・地域との連携手段
のデジタル化の推進 

（3） 
授業改善、連絡・相談のための教
職員のネットワーク化 

5 時代に即した ICT環境整備の
推進 

（1） 学習者用コンピュータの１人１台
整備と適切な維持管理 

（2） 液晶型電子黒板の持続的な配備 

（3） 
教育ネットワークにおける快適な
ネットワーク環境の維持管理 

6 情報セキュリティマネジメン
トの推進 

（1） 情報セキュリティマネジメントの
推進 
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第２期教育情報化推進計画の方針案

基本方針 取組方策 教育振興基本計画 基本目標（案） 実施事業（案） 実施事業目的（案）

1
ICTを活用した効果的な教科指導
方法の確立とその定着

・草津型アクティブ・ラーニングの全市展
開

→【1】

基本方向１
子どもの生きる
力を育む 1

確かな学力の育成に向けた、ICT
を活用した効果的な指導の充実

1
各教科等の指導におけるＩＣＴの効果的な
活用

各教科等の特質や学習過程を踏まえて、教材・教具や学習ツールの一つ
としてICTを積極的に活用し、主体的・対話的で深い学びの実現に向け
た授業改善につなげる。

2
New草津型アクティブ・ラーニングの推
進

児童生徒が、1人１台の端末を文房具のように「いつ・どのように使う
か」を主体的に選択・活用しつつ、自ら問題を発見しその解決に向けて
主体的・協働的に学ぶ授業を展開することで、児童生徒の学習意欲を引
き出し学びの質を深める。

3
デジタル教科書を活用した個に応じた指
導改善

動画や拡大、書込み機能など聴覚や視覚を支援するデジタルならでは
の機能を授業の適材適所に活用することで、児童生徒の主体的な学び
や個別最適な学びを支援する。

4
特別な支援や配慮を要する児童生徒に対
するICTを活用した個別最適な学びの推
進

1人１台の端末を活用して個々の児童生徒の習熟度・理解度に合わせた
教材を提供することや自宅等でのICT活用等多様な学習機会を確保す
ることで、個々の状況に応じた段階的な支援の充実を図る。

5
効果的で工夫あるプログラミング教育の
推進

各教科においてコンピュータに意図した処理を行わせるプログラミング
を体験しながら、発達段階に応じた論理的思考力を身に付ける。

6
オンライン学習・遠隔授業による学びの充
実

学校の外の世界と教室をつなげ、学校の外にいる相手との学習機会を
確保、対話・交流をすることで、児童生徒の多様な体験活動を充実さ
せ、児童生徒の学びを深める。

7
学習履歴（スタディ・ログ）等の教育ビッグ
データを活用した個別最適な学びの検討

個々の学習履歴（スタディ・ログ）や教育ビッグデータの効果的な収集・
蓄積・分析方法、活用を検討し、きめ細かい指導の充実や学習の改善に
つなげる。

8 非常時における学びの保障

感染症や災害等の非常時にやむを得ず学校に登校できない児童生徒
に対する学習指導について、自宅等においてもICTを活用して学習を
継続できるよう環境を積極的に整えることで、児童生徒の学習機会の
確保・充実を図る。

2
確かな情報活用能力を育成するた
めの体系的な情報教育の推進

・系統表を踏まえた年間指導計画の策定
とその実践

→【2】 2
多様で変化の激しい社会を生き抜
くための、情報活用能力の育成と
情報モラル教育の推進

1
カリキュラムマネジメントによる情報活用
能力の育成

カリキュラムマネジメントを通じて教科横断的に、すべての児童生徒が
それぞれの発達段階に応じて、情報技術を手段として学習や日常生活
に活用できる力を育成する。

2
全教科等、生徒指導との連携を図った情
報モラルに関する指導の充実

児童生徒が、道徳科や特別活動のみならず各教科や児童生徒会活動を
通して、ルールやマナー、法律があることを理解し、情報社会で適切な
行動を行うための基になる考え方と態度を育成する。

第１期計画 第２期計画
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3
校務の情報化を通じた教育の質の
向上

・校務支援システムの活用による校務の効
率化

→【4】

基本方向２
学校の教育力を
高める 3

教員のICTを活用した指導力・授
業力を高めるための研修および支
援体制の充実

1 ICT活用推進リーダーの育成
各学校におけるICT活用、プログラミング的思考の育成、情報活用能力
の育成等に関する校内研修をマネジメントするリーダーを育成する。

・総合教材ポータルサイトの充実と活用の
促進

2 ICT支援員の配置
ＩＣＴに関する様々なサポート（授業支援、技術支援、校務支援等）を提供
することを通じて、学校現場におけるＩＣＴの利活用を促進し、児童生徒
の情報活用能力の育成と授業改善に向けた教員の取組を支える。

4
特別支援教育におけるICTの活用
促進

・特別支援教育におけるiPadの活用促進
と学習用ソフトウェアの充実

→【1】 3
ICTスーパーバイザー、スキルアップアド
バイザーによる授業力の向上

ICTスーパーバイザー、スキルアップアドバイザーが訪問指導や相談を
通じて、ICTの有効的な活用方法等を提案することで、教員のコーディ
ネーター（調整者）、オーガナイザー（まとめ役）としての能力を向上さ
せ、児童生徒の主体的・対話的で深い学びを充実させる。

4 教員間におけるICT活用格差の解消
教員のICT活用指導力の底上げのための基礎的研修の実施等を通じて
ＩＣＴ活用指導力における教員間格差を解消する。

5
ICTを活用した家庭教育の推進と
家庭・地域との連携強化

・家庭学習用ドリルコンテンツの普及促進 →【1】、【4】 5
校内研修が計画的に実施されるための支
援体制の充実

各学校におけるICT教育推進のためのPDCAサイクルが適切に循環す
るよう支援を行い、すべての学校においてICT機器を活用した教育が
活発に行われる風土を醸成する。

・学校ホームページのユニバーサルデザイ
ン化

4
校務の情報化を通じた教職員の業
務負担の軽減と、教育の質の向上

1
校務支援システムの利用推進による校務
の効率化と負担軽減

校務支援システムを整備し、利用の支援を行うなど円滑なシステムの運
用を図ることで、校務の効率化と校務の負担軽減を図る。

6
教員のICT活用指導力や授業力を
高めるための支援体制の充実

・教員のICT活用指導力向上に向けた教
職員研修の実施

→【3】 2
学校・保護者・地域との連携手段のデジタ
ル化の推進

学校と保護者・地域等との連携手段のデジタル化を推進することで、双
方の利便性の向上と負担軽減を図る。

・ICT支援員による学校サポート体制の構
築

3
授業改善、連絡・相談のための教職員の
ネットワーク化

Teamsのポータルサイトとコミュニティ機能の活用を推進し、教材や学
習指導案や校務の共有をすることにより教育の質の向上と、業務負担
の軽減を図る。

7
計画的な環境整備による費用対効
果の最大化

・コンピュータ教室における可動式コン
ピュータの導入整備

→【5】 5 時代に即したICT環境整備の推進 1
学習者用コンピュータの１人１台整備と適
切な維持管理

故障や児童生徒増による学習者用コンピュータの不足に適切に対応し、
維持管理を行うことで、「Ｎｅｗ草津型アクティブ・ラーニング」を推進で
きる環境を維持する。

・普通教室における液晶型電子黒板の更
新整備

2 液晶型電子黒板の持続的な配備
故障や学級増による電子黒板の不足に適切に対応し、維持管理を行う
ことで、「Ｎｅｗ草津型アクティブ・ラーニング」を推進できる環境を維持
する。

・普通教室における（常設）無線LAN環境
の整備

3
教育ネットワークにおける快適なネット
ワーク環境の維持管理

教育ネットワークの不調等に適切に対応することで、快適なネットワーク
環境下で「Ｎｅｗ草津型アクティブ・ラーニング」を推進できる環境を維
持する。

8
情報セキュリティマネジメントの推
進

・情報セキュリティ対策の見直しとマネジ
メント水準の向上

→【6】 6
情報セキュリティマネジメントの推
進

1 情報セキュリティマネジメントの推進
すべての教職員が情報視線の重要性と取り扱いに係るリスクを正しく認
識し、適切な情報セキュリティ管理を実施することにより、情報セキュリ
ティ事故の発生を未然に防止する。

共
通
学校情報化優良校認定の取得 ・学校情報化優良校の認定取得 →廃止


